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下記の室外ユニットに接続する場合

XEPHY Premium（ハイグレードタイプ）　224・280 形
XEPHY Eco（高効率タイプ）　224・280 形
フル暖 XEPHY　160 形

総冷媒量および漏えい高さより、下記の式を用いて設置可能最小床面積を計算してください。
総冷媒量の計算は室外ユニットの据付工事説明書を参照ください。
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4．据え付け前の準備
4-1. 吊ボルトは、図1あるいは他の方法により確実に 

固定してください。

4-2. 木造・簡易鉄筋の場合
1）�小屋梁（はり・平屋建て）または2階梁（2階建て）

を強度メンバーとしてください。 
ユニット吊り下げには丈夫な角材を用いてくだ
さい。 
梁間が 90 cm以下の場合＝6 cm角以上の角材 
梁間が180 cm以下の場合＝9 cm角以上の角材

2）�鉄筋の場合 
図1の方法で吊ボルトを固定するか、または 
アングル・角材などを利用して吊ボルトを取り
付けてください。

3）�天井が既設の場合 
室内ユニットを吊り下げる前に、配管・配線を
接続する位置まで、ドレン配管・冷媒配管・電気
配線・リモコン線を設置してください。

4-3. �天井材の振動を防ぐために、天井骨組の補強およ
び天井水平度の補正が必要となる場合があります。

4-4. �天井面の吊ボルト位置の寸法は図2に従ってくだ
さい。

4-5. 冷媒配管 2 方向（天面、背面）、ドレン配管は 1
方向（背面）から取り出しできます。（図 3）

4-6. �吊金具と本体および配管との位置関係は図3のと
おりです。ナット（現地調達）およびワッシャー（付
属品）は吊金具の上下にご使用ください。

インサートコンクリート
ホ－ルインプラグ
ホールインアンカー

吊ボルト
（M10 or 3/8″） 

A（吊ボルトピッチ）

（
吊

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

）

Ｂ

矢視 X

25.5 mm
47.5 mm

67
1 

m
m

60
 m

m

56 mm
68 mm

40 mm

33
0 

m
m

13
6 

m
m

ユニット背面

吊金具

ガス管

液管

天面配管取出口

ドレン配管
（25A） 

液管
φ 9.52フレア接続

ガス管
φ 15.88フレア接続

吊金具 

ドレン排水口

液管

ガス管

35
 m

m 31
 m

m
11

2 
m

m
40

 m
m

68 mm
40 mm

56 mm

31
 m

m

358 mm

595 mm

191 mm24 mm

40
 m

m
11

2 
m

m
35

 m
m

30
0 

m
m

100 mm 41 mm

42
 m

m
18

0 m
m

天面（冷媒配管）

背面（冷媒配管）

背面（ドレン配管）

矢視 X　天面図

図1

図2

図3

	■吊ボルトピッチ

	■冷媒配管とドレン配管位置

CS-P80V7C
CS-P112VK7C

CS-P112V7C	 CS-P140V7C
CS-P140VK7C	 CS-P160VK7C

A 1,221 mm 1,590 mm
B 1,170 mm 1,539 mm



9

据
付
工
事

●サービススペースの確保
•	サービス時の作業用スペースを考慮してくだ

さい。（図 4、5）

●設置スペース
•	床面から天井面までが高い場合、風速分布が

悪くなります。

•	室内ユニットと障害物および床面までの距離
は図 5 に従ってください。

図4

図5

150 mm 以上 150 mm 以上

注）背面は壁に密着できます。

サービススペース

30
0 

m
m

以
上

吹出口 

吸込口 

障害物 

床面 

1,
80

0 
m

m
以

上
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	■一部を天井内へ埋め込む場合
5-7. 一部を天井内へ埋込む場合、前もって埋込み穴を天井

に開けてください。（図8）

5-8. 吊ボルトは構造部材へしっかりと固定してください。

5-9. 天井内へ埋込む室内ユニット外周部は、10 ｍｍの断
熱材※（現地調達）を貼ってください。

（貼らないと冷房時本体表面に結露し、天井に水滴が
落ちてトラブルが発生します。必ず断熱材※（現地調
達）を貼ってください）
※�断熱材はグラスウールまたはポリエチレンフォー

ム等を使用して室内ユニットの断熱材を強化して
ください。

5-10. 室内ユニットの吊り下げは、図8に従って行ってくだ
さい。

5-11. 据付終了後、天井材とユニットとの隙間はふさいでく
ださい。隙間があると結露の原因になります。

本ユニットを据え付けるときは必ず水準器で水平（1/100以下）を確認してください。

5-1. 吊ボルトに上からナット（現地調達）、発泡材付きワッ
シャー（付属品）、ワッシャー（付属品）、ナット×2の
順で取り付けます。
※�発泡材付きワッシャーは発泡面を下側に取り付け

てください。
作業時に発泡材付きワッシャーを吊ボルトに保持
することができます。
下側のナットは図6のようにダブルナットを使用
してください。（不備があると、ユニットが落下して
けがをするおそれがあります）

5-2. 本体を持ち上げ、吊金具の切り欠き部に吊ボルトを
差し込んでください。

5-3. 室内ユニットは水平に設置してください。

5-4. 吊ボルトに耐震用の筋交いを取り付ける場合、筋交い
は互いに干渉させないように交差部を金具固定して
ください。（図7）

（干渉により運転音増大の原因となります）
5-5. 吊金具部は塗料等で固着させないようにしてください。 

（吊ボルトと吊金具が固着し、ユニットの振動が大きく
なる原因となります）

5-6. ユニット本体を吊りボルトに固定したあと、吊金具の
みぞ部に針金等（現地調達）をはち巻き状に巻くこと
をお勧めします。

5．室内ユニットの据え付け

室内ユニット

干渉しないこと

※発泡材が下側になるよう
に取り付けてください

ダブルナット（現地調達）
ワッシャー（付属品）

切り欠き部
みぞ

吊金具 

矢視 Z

Z

吊ボルト
（現地調達）

ナット（現地調達）
発泡材付きワッシャー

（付属品）

みぞ

図6

図7

図8

図9

天井開口寸法のクリアランスは現地の施工状況に合
わせて調整してください。
下表は製品最大外周より15 ｍｍのクリアランスとし
たときの例となります。

吊ボルトの先端と天井材があたらないように
調整してください。

80
 ｍ

ｍ
 以

下
（

天
井

下
面

）

吸込口
吹出口

＜天井開口寸法（参考）＞

B
A （天井開口寸法）

67
1 

m
m

70
0 

m
m

（
天

井
開

口
寸

法
）

48 mm 48 mm

電源線通しクランパー
電源線通しクランパーと
共締め

吸込グリルのワイヤー部

CS-P80V7C
CS-P112VK7C

CS-P112V7C  CS-P140V7C
CS-P140VK7C  CS-P160VK7C

A 1,295 mm 1,664 mm
B 1,170 mm 1,539 mm

	■吸込グリル落下防止用ひもの取り付けかた
5-12. 吸込グリル落下防止用ひもを吸込グリルのワイヤーに

取り付けてください。（図9）
（取り付けないと吸込グリルが落下してけがをするお
それがあります）
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6．冷媒配管工事①
	● 室内ユニットと冷媒配管の接続は、製品付属のフレア
ナットまたは ISO14903 に適合したねじ接合継手（現
地調達）を使用してください。

	● 現地配管同士の接続方式は、ろう付または ISO14903 
に適合したねじ接合継手（現地調達）を使用してください。

	● 冷媒配管の固定およびしゃ断弁等の弁の設置位置は、
配管曲げ部の近傍を避けるなど液ハンマーの影響を考
慮してください。

	● 作業中は通気の良い状態にし、周囲に火気がないこと
を確認してください。

	● 冷媒が漏えいした場合、速やかに換気してください。
特に地下室、狭小空間など、冷媒が滞留しやすい場所
で作業する場合には、漏えい検知器を携行し作動させ、
ドアと窓を開ける、または、ドアと窓がない場合には
機械換気装置を運転するなど、冷媒の滞留が起きない
ようにしてください。

	● 窒素ガスを使用して気密試験を実施し、ガス漏れがな
いことを確認してください。

	● 配管接続部のフレアナットをはずすときは、ダブルスパ
ナにて行ってください。
配管接続の際にフレアナットを締め付けるときは、必ず、
スパナとトルクレンチを使い、ダブルスパナにて行って
ください。

（フレアナットを締めすぎると、フレア部を破損し、冷媒漏
れによる酸欠事故の原因となります）

	● フレアナットの締付トルクは、表 1 を目安に締め付け
てください。

	● ねじ接合継手（現地調達）を使用する場合は、継手に
付属の説明書に従って作業を行ってください。

スパナ
（固定）

トルク
レンチ

フレア
ナット

ユニオン

表 1
パイプ径
（mm）

締付トルク
（N・m）

銅管肉厚
（mm）

フレアφＡ寸法
（mm）

使用工具の
推奨腕長さ

φ 6.35（ 1/4″） 14 ～ 18 0.8 8.7 ～ 9.1 150 ｍｍ 程度
φ 9.52（ 3/8″） 34 ～ 42 0.8 12.8 ～ 13.2 200 ｍｍ 程度
φ 12.7（ 1/2″） 49 ～ 61 0.8 16.2 ～ 16.6 250 ｍｍ 程度
φ 15.88（ 5/8″） 68 ～ 82 1.0 19.3 ～ 19.7 300 ｍｍ 程度

φ
Ａ

Ｒ0.4～Ｒ0.8

90
 °

±
0.

5 
°

45 °±2 °

フレア形状

	● 据え付けや移設の場合は、冷凍サイクル内に指定冷媒
以外を混入させないでください。

（空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり破
裂などの原因になります）

	● 冷媒配管は、C1220 リン脱酸銅を用いた「銅および
銅合金の継目無管」（JIS H 3300）を使用してください。
また冷媒配管は表 1 に示す肉厚のものを使用してくだ
さい。

（冷媒（R22 / R407C）に比べ配管内の圧力が約 1.6 倍高く
なるため一般のフレアナット（1 種）、また板厚の少ない薄
肉配管では、破裂、けが、または冷媒漏れによる酸欠事故の
原因となります）

また、管の内外面は美麗であり、有害な硫黄、酸化物、
ゴミ、切粉（コンタミネーション）の付着がないこと
を確認してください。

	● ユニットに接続する配管はフレアツールを使用して確
実なフレア加工を行ってください。

	● フレア接続時フレア部に塗布する冷凍機油は、少量の
エステル油またはエーテル油（PVE のみ）を使用し、
またその際にネジ部や樹脂部品に油が付着しないよう
に注意してください。（樹脂部品の強度が弱くなり割れや
結露、水漏れの原因になります）

	● 冷媒配管には断熱工事を確実に行ってください。
またガス管側の断熱材は耐熱 120 ℃以上のものを使
用してください。

（指定通りの断熱がされていないと水漏れの原因となること
があります）

	● 高温 / 高湿度（30 ℃ または 80 ％ RH 以上）の環境
で使用する場合は、断熱を強化してください。

（断熱しないと結露することがあります）

フレア内側に少量のエステル油または
エーテル油（PVEのみ）を塗布してください。
(ネジ部や樹脂に付着させない)
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6-1. 冷媒配管の接続部
•	冷媒配管の接続部は 2 方向（天面・背面）取り出

しが可能です。（図 10）
•	天面配管を行う場合は、冷媒配管位置に合わせて

天面のゴムシートに切り込み（現地加工）を入れ
てください。

6-2. 冷媒配管のしかた
•	室内ユニットのフレアナットをはずしてください。
•	 液管・ガス管（現地調達）をフレア加工してください。
•	 ねじ接合継手（現地調達）を使用する場合は、継手に

付属の説明書に従って作業を行ってください。

6-3. ガス漏れチェック
•	配管接続完了後、窒素ガスを使用して気密試験を

実施し、ガス漏れのないことを確認してください。

6-4. 配管の断熱のしかた
•	 図11に従って液管・ガス管とも、断熱してください。

フレアナット部もしくは、ねじ接合継手部に断熱テー
プ（付属品）を巻き付けてください。配管接続部にはフ
レア断熱材（付属品）を隙間がないように巻き付け、結
束バンド大（付属品）で締め付けてください。結束バン
ドの余分な部分は切断してください。（断熱をしない場合
や隙間がある場合、結露して水漏れの原因になります）

•	 断熱材はユニット本体に必ず突き当てて巻き付けて
ください。（ユニットを吊った状態でフレア断熱材の合わ
せ目が上を向くように巻き付けてください） 
ガス側配管の断熱材は、必ず耐熱温度が120 ℃以上
のものを使用してください。

•	配管取出口と配管（断熱材）の隙間をパテ等（現地
調達）でふさいでください。

6-5. 法令・基準の確認
•	パッケ－ジエアコンは「高圧ガス保安法」、「冷凍保

安規則」および高圧ガス保安協会制定の「冷凍空調
装置の施設基準」を満たすように設置し、必要なも
のは届出をしてください。

天面（冷媒配管）

背面（冷媒配管）

背面（ドレン配管）
図10

断熱テ－プ（付属品）

フレア断熱材（付属品）
（T3: 液管用　T5：ガス管用）
※合わせ目が上を向くように巻き
　付けてください。

配管断熱材
（現地調達）

フレアナット

約 20 mm

ユニット本体

ユニオン

結束バンド大（付属品）

約 20 mm

図11

6．冷媒配管工事②
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7．ドレン配管工事①
7-1. ドレン配管施工上のご注意

•	接続部より上り勾配で配管しないでくださ
い。（ユニット停止時、ドレン水が逆流して水
漏れの原因になります）（図12）

•	エア抜き管は付けないでください。 
（ドレン水が吹き出ることがあります）

   （図12）

•	途中に立上げやトラップを作らないでくだ
さい。 （異常音の原因になります）

   （図12）

エア抜き

上り勾配

トラップ

ドレン排水口

＜天井側＞

付属のドレンホース側と硬質塩ビ管継手は、
両方とも接着剤を塗ってください。（約 2 ）
はみ出した接着剤は、ウエス等で拭き取って
ください。

塩ビ系接着剤をご使用になると、
室内ユニット排水口が損傷する
可能性があります。

接着剤使用禁止 接着してください（塩ビ系接着剤）

 硬質塩ビ管継手（エルボを含む）は
 挿入（圧入）できるところまでしっかり
 差し込んでください。
 ただし、55 mm 以上挿入できる硬質
 塩ビ管継手は使用しないでください。

＊ ドレン排水確認後、付属のドレン断熱材を巻いてください。
上記の作業を行わないと水漏れの原因となる可能性があります。

ホースバンドは下図のように締め
付けてください。

（締付トルク3.0 ～ 3.5 Ｎ・ｍ）

＊＊

ドレン排水口

ドレン排水口

ホースバンド（付属品）

軟質塩ビソケット
ドレンホース

（付属品）

ドレン断熱材（付属品） 

5 ｍｍ

硬質塩ビ管継手
VP25（現地調達）

硬質塩ビソケット

パッキン
（付属品）

20 ｍｍ以上
57 ｍｍ

＊ 合わせ目が上を向く
ように巻き付けてく
ださい。

7-2. 室内ユニットのドレン排水口とドレンホースの
接続
•	室内ユニットのドレン排水口にホースバンド

（付属品）を差し込んでおきます。
•	ドレン排水口にドレンホースの軟質塩ビソ

ケットを奥まで差し込んでください。 
（接着剤は使用しないでください）

•	ホースバンドはドレンホースの端から5 ｍｍ
はなしたところに、しっかりと締め付けてく
ださい。（図14）

   （締付トルクは 3.0 ～ 3.5 N・m）
•	ホースバンド締付位置は必ず上側にしてく

ださい。

7-3. ドレン配管のしかた
•	ドレンホースの硬質塩ビソケットに、硬質塩

ビ管継手 VP25（現地調達）を接続してくだ
さい。

•	接続時、ドレンホースと硬質塩ビ管継手には
両方とも接着剤を塗ってください。（約2 g）

7-4. 排水の確認
•	ドレン配管接続工事の完了後に、排水が確

実に行われること、および配管接続部から
水漏れのないことを確認してください。

図12

図14

•	下り勾配は（排水側を下に）1/100以上とっ
てください。

（図13）

•	集合ドレン配管の太さは集合した本体の台
数分に見合うだけの太い配管（VP30以上）
で施工してください。

支持金具
1.5 ～ 2 ｍ

下り勾配 1/100 以上
図13
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8．風向調節

8-1. 上下方向の調節（手動調節）
吹出口の上下風向調節板を 1 枚ずつ手で動かし、
調節してください。
注意）	�冷房時は、上下風向調節板の固定位置によっ

て露が付くことがあります。その時は、水
平位置にしてください。

8-2. 左右方向の調節（手動調節）
吹出口の左右風向調節板を 1 枚ずつ手で動かし、
調節してください。
左右風向調節板は上下風向調節板の奥にあります。

冷（温）風が火気に直接当たり、調理に影響するような時には、風向をかえてください。（図15）

吹出口

吸込グリル
（吸込口）

排水口

リモコン
（別売品）

手で調節する

左右風向調節板  上下風向調節板 

図15

7-5. ドレン配管断熱のしかた
•	ドレン排水確認後、パッキン（付属品）をドレン排

水確認部の付け根よりドレンホースを覆うように
隙間なく巻いてください。パッキンの合わせ目が
上を向くようにしてください。その上にドレン断
熱材（付属品）を合わせ目が上を向くように巻き付
けてください。　（13ページ　図14）

7．ドレン配管工事②
•	硬質塩ビ管継手 VP25（現地調達）も必ず断熱材

（現地調達）を巻いてください。
断熱をしないと水漏れの原因となるおそれがあり
ます。

•	断熱を施した後、取出口と配管（断熱材）のすき間
をパテ等（現地調達）でふさいでください。

（ほこりの侵入による熱交換器の目詰まりや、小動物の侵
入による故障の原因になります）
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9．電気配線工事① 「安全上のご注意」の内容をご確認ください

	■室外ユニット電源端子台容量
XEPHY Premium （ハイグレードタイプ）

形式
室外電源線側 室内外接続線側

室外電源端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ 室内外接続端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ
80～160 35 A M5 14 mm2 20 A M4 5.5 mm2

224・280 80 A M6 22 mm2 35 A M5 8 mm2

XEPHY Eco（高効率タイプ）

形式
室外電源線側 室内外接続線側

室外電源端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ 室内外接続端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ
80 35 A M5 14 mm2 25 A M4 5.5 mm2

112～160 35 A M5 14 mm2 20 A M4 5.5 mm2

224・280 80 A M6 22 mm2 35 A M5 8 mm2

フル暖　XEPHY 

形式
室外電源線側 室内外接続線側

室外電源端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ 室内外接続端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ
80～112 35 A M5 14 mm2 20 A M4 5.5 mm2

160 80 A M6 22 mm2 35 A M5 8 mm2

警告
	■関連法規に従って漏電しゃ断器（高調波対応
品、全極開閉機能付）を取り付ける	

（故障や、漏電時に感電、火災の原因）

	■電気部品に触れる前に電源をしゃ断する	
（感電の原因）

	■配線をはさまないように、ふたは元通り確実
に取り付ける　（感電、火災の原因）

	■アース工事 (D種接地工事）を行う	
（感電の原因）

	■アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話な
どのアース線に接続しない

（感電の原因）

	■漏電しゃ断器の設置について
•	 漏電しゃ断器は室外ユニット毎に取り付けてください。
•	2 線式（個別電源方式）の室内電源は、冷媒系統毎

に取り付けてください。
•	漏電しゃ断器は、下記仕様を満たし、高調波対応品、

全極開閉機能付きを使用してください。
•	漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ

断器と直列に配線用しゃ断器、または手元開閉器（開
閉器 +B 種ヒューズ）を取り付けてください。

漏電しゃ断器容量 50 A 以下
漏れ電流 30 mA
動作時間 0.1 sec 以下

＊ �漏電しゃ断器容量は「電源線について」（17 ページ）で確
認してください。

ア－ス

電源

配線用しゃ断器
または、
手元開閉器
開閉器
+

B種ヒューズ

室内
ユニット

漏電
しゃ断器

	■プルボックスの使用について
•	室内ユニットの電源端子台容量、室外ユニットの電

源端子台容量に記載されている電線最大太さを超え
る電線の接続については、ユニット近傍にプルボッ
クス（現地調達）を使用してください。

	■既存配線の再利用は下記の条件を満たした場合、可能です。
•	配線の被覆に、きずや劣化がないこと。（＊腐食など

により老朽化した部材は新設が必要です）

•	導線と大地間に、500 V メガー（絶縁抵抗計）で測
定し、100 M Ω以上であること。

•	配線太さとこう長は「電源線について」（17 ページ）、
「室内外信号線について」（16 ページ）、「リモコン配
線」（17 ページ）に記載されている条件を満たして
いること。

	■室内ユニット電源端子台容量

室内電源端子台容量 端子ネジ 電線最大太さ
20 A M4 3.5 mm2
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	■配線方法について
•	オフィス・店舗用エアコンでは、次の配線方式が可能です。 

（例：2 線式の 2 線は、室内外接続線の本数を表します） 
2 線式（個別電源方式） 室内外別電源 + 室内外信号 2 線
3 線式（1 電源方式） 室内外電源 / 室内外信号　兼用 3 線（= 室内外接続線）
4 線式（1 電源方式） 室内外電源 2 線 + 室内外信号 2 線

•	電気配線工事は、下記の電気配線系統図およびユニット貼付の電気回路図を参照してください。

漏電しゃ断器
室外電源線 室内外接続線

リモコン配線 リモコン（別売品）

室外ユニット

アース

室内
ユニット

室外電源線

シングルの例（３線式）

室内外接続線

21

3相 200 V 3 ～

ア－ス

室外は単相の形式もあります。
単相・３相に関わらず、室内外
接続線は3線式（３本）となり
ます。

SR SGS TR

2

SG
S

1

R

SG2
SG1

（別売品）
リモコン

室内ユニット室内ユニット

室外電源線

漏電しゃ断器

室内外接続線

＊総延長８０ ｍまでとしてください。
（８０ ｍを超える場合は、２線または４線式としてください）

室外ユニット

３線式では、
室内ユニット４台まで、
１電源で接続可能です。

ツインの例（３線式）
ア－ス

21

3相 200 V 3 ～
ア－ス ア－ス

室外電源線

２線式
４線式
３線式

室内外接続線
SR SGS TR
SR SG1S TR SG2

SG1S TR SG2
４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2 ４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2

漏電しゃ断器
漏電しゃ断器

（別売品）
リモコン

21

室外電源線 室内外接続線

室内電源線

室外電源線

単相 200 V ～

室内外信号線 室内わたり電源線

４線式の場合

４線式の場合①へ
２線式の場合②へ

の室内電源線

① ②

ツイン・２線式（個別電源）／４線式（１電源）の配線例

3相 200 V 3 ～ 室内ユニット 室内ユニット室外ユニット
ア－ス ア－ス ア－ス

２線式
４線式
３線式 SR SGS TR

SR SG1S TR SG2
SG1S TR SG2

４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2 ４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2

•	ワイヤレスリモコンとの併用時、ワイヤ－ドリモコンは、親リモコンとしてご使用ください。

エコ電線記号 従来記号 名称（従来名称） 適用規格
エコ電線 従来

EM-CEE CVV 制御用ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル
（制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル） JIS C 3401 JIS C 3401

EM-OOCT VCT ポリオレフィン絶縁耐熱性ポリオレフィンキャブタイヤケーブル
（ビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル） JCS4501 JIS C 3312

EM-ECTF VCTF 耐熱性ポリエチレン絶縁耐熱性ポリエチレンシースキャブタイヤ丸型コード
（ビニルキャブタイヤ丸型ケーブル） JCS4501 JIS C 3306

EM-EEF VVF 600 V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル平形
（600 V ビニル絶縁ビニルシース平型ケーブル） JIS C 3605 JIS C 3342

EM-CPEES CPEVS 通信用シールド付き市内対ポリエチレン絶縁耐熱性ポリエチレンシースケーブル
（シールド付き市内対ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル） ー ー

EM-MEES MVVS しゃへい付きマイクロホン用ポリエチレンコード
（しゃへい付きマイクロホン用ビニルコード） JCS4518 JCS4271

	■室内外信号線について
•	4 線式および2 線式の室内外信号線は、下記の線種で現地調達となります。

室内外信号線 配線太さ 0.5 mm2～2 mm2 （2線式：MAX 200 m）

•	室内外信号線の総配線長は下記になります。

9．電気配線工事② 「安全上のご注意」の内容をご確認ください
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	■電源線について

CVケーブル（600 V）を使用基準とする。（現地調達）

•	200 Ｖ電源には、２ mm2未満の電源線は使用できません。〈内線規程による〉
•	漏電しゃ断器および電源線については、ユニットの台数および配線方式によって、適切なものを選択してください。
•	４線式の場合の室内電源線太さは、３線式室内外接続線と同じ太さになります。

	● 2線式（個別電源方式）室内電源線

2線式
（個別電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 2 線式（個別電源方式）室内電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

シングル 80～140 15 30 15 2 2（110） － － 2

ツイン 80～140 15 30 15 2 2（55） 3.5（96） ※5.5（151） 2

トリプル 80 15 30 15 2 2（56） 3.5（99） ※5.5（156） 2

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室内ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室内ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

•	総配線長 MAX 500 m （グループ内にワイヤレス 
リモコンがある場合は、400 ｍまで）

•	室内ユニットわたり総配線長は 200 ｍまでです。 
（ L1+ L2+ L3 +L4+L5+L6+L7 = MAX 200 ｍ ） 

リモコン配線 配線太さ 0.5 mm2 ～ 1.25 mm2

•	 1個のリモコンで室内ユニット最多8台まで接続可能です。

•	どの室内ユニットにリモコンを接続しても動作します。

•	 接続する機器によっては接続台数、総配線長などが異なる
場合があります。また、接続する際の注意事項等もあります
ので、詳細については各接続機器の工事説明書を参照して
ください。 
＊ 接続機器の工事説明書を優先してください。

•	リモコン配線は確実にリモコンと室内ユニットのリモ
コン配線用端子台に接続してください。

•	リモコンおよびリモコン配線は、ノイズを受けないよ
う設置してください。

•	リモコンの配線接続については、「14-1-1 基本接続 1」、
「14-1-2 基本接続 2」（27 ページ）を参照してください。
＊複数冷媒系統の室内ユニットをグループ制御する

場合は、すべての室内ユニットにリモコンわたり
配線が必要です。

エコ電線記号 従来記号 名称（従来名称） 適用規格
エコ電線 従来

EM-ECTF VCTF 耐熱性ポリエチレン絶縁耐熱性ポリエチレンシースキャブタイヤ丸型コード
（ビニルキャブタイヤ丸型ケーブル） ー JIS C 3306

EM-OOCT VCT ポリオレフィン絶縁耐熱性ポリオレフィンキャブタイヤケーブル
（ビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル） JCS4501 JIS C 3312

EM-MEES MVVS しゃへい付きマイクロホン用ポリエチレンコード
（しゃへい付きマイクロホン用ビニルコード） JCS4518 JCS4271

	■リモコン配線（ワイヤード）
•	リモコンは、下記の線種で現地調達となります。

Ｌ１

室外ユニット１

リモコン
Ｌ２

室内ユニット４-3 室内ユニット４-4

Ｌ7Ｌ6Ｌ３

室内ユニット１-１

室外ユニット２

室内ユニット２-１

室外ユニット３

室内ユニット３-１ 室内ユニット３-２

室外ユニット４

室内ユニット４-１ 室内ユニット４-２

グループ制御のシステム例

Ｌ5Ｌ4

天吊形厨房用　V7C
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	● 3 線式 （1 電源方式 ） 室内外接続線・4 線式 （1電源方式 ） 室内電源線

3線式・4線式
（1電源方式）

3線式（1電源方式）室内外接続線
4線式（1電源方式）室内電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 形式 最小太さ

（mm2）
電源線太さmm2（最大こう長 m） 

（金属管、塩ビ管）電圧降下基準1 ％

シングル
80 2 2（80） － － － 2

112～140 2 2（55） 3.5（80） － － 2

ツイン
80 2 2（42） 3.5（74） ※5.5（80） － 2

112～140 2 2（27） 3.5（48） ※5.5（75） ※8（80） 3.5
トリプル 80 2 2（28） 3.5（49） ※5.5（78） ※8（80） 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室内ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室内ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

	● 3 線式・4 線式（1電源方式）室外電源線
XEPHY Premium （ハイグレードタイプ）室外電源線

3線式・4線式
（1電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 相 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

シングル

単相 80 30 30 20 5.5 5.5（28） 8（41） 14（72） ※22（114） － 2

三相
80 15 30 15 2 2（19） 3.5（33） 5.5（53） 8（77） 14（135） 2

112 30 30 20 5.5 5.5（34） 8（50） 14（87） ※22（137） － 2
140 30 30 30 5.5 5.5（29） 8（42） 14（73） ※22（116） － 2

ツイン 三相
160 30 30 30 5.5 5.5（27） 8（39） 14（69） ※22（108） － 2
224 40 30 30 8 8（32） 14（57） 22（90） ※38（156） － 3.5
280 50 60 50 14 14（43） 22（67） ※38（117） － － 3.5

トリプル 三相 224 40 30 30 8 8（33） 14（59） 22（92） ※38（156） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

フル暖　XEPHY 室外電源線

3線式・4線式
（1電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース

線
太さ

（mm2）組合せ 相 形式 容量
（A）

容量
（A）

ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

シングル 三相
80 30 30 20 5.5 5.5（35） 8（51） 14（90） ※22（142） － 2

112 30 30 30 5.5 5.5（27） 8（40） 14（70） ※22（111） － 2
140 30 30 30 5.5 5.5（24） 8（35） 14（61） 22（96） ※38（167） 2

＊� 電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。

XEPHY Eco（高効率タイプ）室外電源線
3線式・4線式
（1電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 相 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

シングル

単相 80 20 30 20 3.5 3.5（20） 5.5（31） 8（46） 14（80） ※22（126） 2

三相
80 15 30 15 2 2（22） 3.5（38） 5.5（60） 8（88） 14（154） 2

112 20 30 20 3.5 3.5（25） 5.5（39） 8（57） 14（101） － 2
140 30 30 30 5.5 5.5（29） 8（42） 14（73） ※22（116） － 2

ツイン 三相
160 30 30 30 5.5 5.5（27） 8（39） 14（69） ※22（108） － 2
224 40 30 30 8 8（32） 14（57） 22（90） ※38（156） － 3.5
280 50 60 50 14 14（43） 22（67） ※38（117） － － 3.5

トリプル 三相 224 40 30 30 8 8（33） 14（57） 22（90） ※38（156） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

9．電気配線工事③ 「安全上のご注意」の内容をご確認ください



19

電
気
工
事

	● 2 線式（個別電源方式）室外電源線
XEPHY Premium（ ハイグレードタイプ）室外電源線

2線式
（個別電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線

太さ
（mm2）相 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さ mm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

単相 80 30 30 20 5.5 5.5（30） 8（44） 14（77） ※22（121） － 2

三相

80 15 30 15 2 2（21） 3.5（37） 5.5（59） 8（85） 14（150） 2

112 20 30 20 3.5 3.5（24） 5.5（38） 8（55） 14（97） ※22（152） 2

140 30 30 30 5.5 5.5（31） 8（46） 14（80） ※22（126） － 2

224 30 30 30 5.5 5.5（25） 8（37） 14（66） 22（103） － 2

280 40 60 50 8 8（27） 14（47） 22（75） ※38（130） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ 室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

XEPHY Eco（高効率タイプ）室外電源線
2線式

（個別電源方式）
漏電

しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線
太さ

（mm2）相 形式 容量
（A）

容量
（A）

ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さ mm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

単相 80 20 30 20 3.5 3.5（21） 5.5（34） 8（49） 14（86） ※22（136） 2

三相

80 15 30 15 2 2（24） 3.5（43） 5.5（68） 8（99） 14（173） 2

112 20 30 15 3.5 3.5（28） 5.5（44） 8（65） 14（113） － 2

140 30 30 30 5.5 5.5（31） 8（46） 14（80） ※22（126） － 2

224 30 30 30 5.5 5.5（25） 8（37） 14（66） 22（103） － 2

280 40 60 50 8 8（27） 14（47） 22（75） ※38（130） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ 室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

フル暖　XEPHY 室外電源線
2線式

（個別電源方式）
漏電

しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線
太さ

（mm2）相 形式 容量
（A）

容量
（A）

ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さ mm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準2 ％

三相
80 20 30 20 3.5 3.5（24） 5.5（38） 8（55） 14（97） ※22（152） 2

112 30 30 30 5.5 5.5（30） 8（43） 14（76） ※22（120） － 2

140 30 30 30 5.5 5.5（25） 8（37） 14（66） 22（103） － 2

＊	 �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ 室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。
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9．電気配線工事④ 「安全上のご注意」の内容をご確認ください

	● 2線式（個別電源方式）室内電源線

2線式
（個別電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 2 線式（個別電源方式）室内電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準 2 ％

シングル 112～160 15 30 15 2 2（110） － － 2

ツイン 112～140 15 30 15 2 2（55） 3.5（96） ※5.5（151） 2

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

	● 3線式（1電源方式）室内外接続線・4線式（1電源方式）室内電源線

3線式・4線式
（1電源方式） 最小太さ

（mm2）

3 線式 （1 電源方式 ） 室内外接続線
4 線式 （1 電源方式 ） 室内電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 形式 電源線太さmm2（最大こう長 m） 

（金属管、塩ビ管）電圧降下基準 1 ％

シングル
112 2 2（80） － － － 2

140～160 2 2（55） 3.5（80） － － 2

ツイン
112 2 2（42） 3.5（74） ※5.5（80） － 3.5
140 2 2（27） 3.5（48） 5.5（75） ※8（80） 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

高温吸込み対応 厨房用　VK7C

	● 3線式・4線式（1電源方式）室外電源線
XEPHY Premium （ハイグレードタイプ）室外電源線

3線式・4線式
（1電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 相 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準 2 ％

シングル 三相
112 30 30 20 5.5 5.5（35） 8（51） 14（90） ※22（142） 2
140 30 30 30 5.5 5.5（29） 8（42） 14（74） ※22（116） 2
160 30 30 30 5.5 5.5（27） 8（40） 14（71） ※22（111） 2

ツイン 三相 224 40 30 30 8 8（34） 14（60） 22（94） ※38（163） 3.5
280 50 60 50 14 14（43） 22（67） ※38（117） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

XEPHY Eco（高効率タイプ）室外電源線
3線式・4線式
（1電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線

太さ
（mm2）組合せ 相 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さmm2（最大こう長 m） 
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準 2 ％

シングル 三相
112 20 30 20 3.5 3.5（26） 5.5（41） 8（60） 14（105） 2
140 30 30 30 5.5 5.5（29） 8（42） 14（74） ※22（116） 2
160 30 30 30 5.5 5.5（27） 8（40） 14（71） ※22（111） 2

ツイン 三相 224 40 30 30 8 8（34） 14（60） 22（94） ※38（163） 3.5
280 50 60 50 14 14（43） 22（67） ※38（117） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。
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	● 2 線式（個別電源方式）室外電源線
XEPHY Premium（ ハイグレードタイプ）室外電源線

2線式
（個別電源方式）

漏電
しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線

太さ
（mm2）相 形式 容量

（A）
容量

（A）
ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さ mm2（最大こう長 m）
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準 2 ％

三相

112 20 30 20 3.5 3.5（24） 5.5（38） 8（55） 14（97） ※22（152） 2

140 30 30 30 5.5 5.5（31） 8（46） 14（80） ※22（126） － 2

160 30 30 30 5.5 5.5（30） 8（43） 14（76） ※22（120） － 2

224 30 30 30 5.5 5.5（25） 8（37） 14（66） 22（103） － 2

280 40 60 50 8 8（27） 14（47） 22（75） ※38（130） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。

XEPHY Eco（高効率タイプ）室外電源線
2線式

（個別電源方式）
漏電

しゃ断器 手元開閉器 室外電源線 アース線
太さ

（mm2）相 形式 容量
（A）

容量
（A）

ヒューズ
（A）

最小太さ
（mm2）

電源線太さ mm2（最大こう長 m）
（金属管、塩ビ管）電圧降下基準 2 ％

三相

112 20 30 15 3.5 3.5（28） 5.5（44） 8（65） 14（113） － 2

140 30 30 30 5.5 5.5（31） 8（46） 14（80） ※22（126） － 2

160 30 30 30 5.5 5.5（30） 8（43） 14（76） ※22（120） － 2

224 30 30 30 5.5 5.5（25） 8（37） 14（66） 22（103） － 2

280 40 60 50 8 8（27） 14（47） 22（75） ※38（130） － 3.5

＊ �電源線太さの（　　）内の数値はその最大こう長（ｍ）を表します。
※ �室外ユニットの電源端子台の最大太さを超えるため、室外ユニット近傍にプルボックス（現地調達）を使用してください。
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配線固定具／
結束バンド（付属品）

配線
取入口 

配線固定具間の配線は、
たわみがないように結束する 配線固定具の丸穴に結束バンドを通して固定する。

配線固定具

丸穴

結束バンド
（付属品）

電装ボックス

電装ボックス
配線取入口

端子台

ゆるやかな
配線とり回し

配線固定具

結束バンド（付属品）

電装ボックス
配線取入口

端子台

ゆるやかな
配線とり回し

配線固定具

結束バンド（付属品）結束バンド（付属品）

結束バンド
（付属品）

配線固定具

結束バンド
（付属品）

配線固定具

● 3 線式の場合の配線接続方法

●  2 線式・4 線式の場合の配線接続方法

リモコン配線
（1，2）

リモコン配線 （1，2）

アース線接続部

アース線接続部

室内外接続線（Ｒ，Ｓ，SG）

室内電源線（Ｒ，Ｓ）

室内外信号線
（SG1，SG2）

接続部の表示ラベル

	■室内ユニットへの配線接続
•	配線取入口は、ユニット本体右背面にあります。また、

電装ボックスは本体下面吸込口の左側にあります。
（図16）

•	電装ボックスのふたをはずしてください。（ネジ２か所）
•	ユニット本体背面の配線固定具（3か所）に現地配線を

通し、電装ボックス内部へ引込み端子台へ接続します。
端子にストレスがかからないように、ゆるやかな曲が
りで接続してください。（図16）

•	電装ボックスの配線取入口を通し、各配線を端子台に
接続してください。端子台への接続は絶縁スリーブ付
き丸型圧着端子を使用してください。アース線接続部
への接続は、丸形圧着端子を使用してください。

•	ネジを締め付けすぎるとネジを損傷するおそれがあり
ます。下記の締付トルクを参照ください。

ネジ呼び径 締付トルク（N・ｍ）
M3.5 1.2～1.3
Ｍ４ 1.2～1.3

•	電源線は端子接続部に張力が加わらないように、配線
固定具に結束バンド小（付属品）を通し、しっかりと固
定してください。（3か所） 
固定は必ず被覆部分で行ってください。（図A.Ｂ）

•	配線をはさまないように電装ボックスのふたを元通り
に取り付けてください。

•	配線取入口は、すき間がないようにパテ等（現地調達）
でふさいでください。

丸型圧着端子
絶縁スリーブ

図A

図B

図16

9．電気配線工事⑤ 「安全上のご注意」の内容をご確認ください
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10．試運転の前に
	● ワイヤレスリモコンご使用の場合は、ワイヤレスリモ
コンに同梱されている説明書とあわせてご覧ください。
	● 試運転はお客様に立ち会いをお願いして行ってくださ
い。取扱説明書の内容を説明した上で、実際に操作し
ていただいてください。
	● 集中制御機器を使用する場合には、リンク配線と
S-LINK アダプターが必要になります。

（詳細については、S-LINK アダプターに同梱されている説明
書を参照ください）
	●「15. 据付工事完了後のチェック項目」（33 ページ）の
No.14 までを確認してください。
	● 室内ユニット 4P 端子台の SG1，SG2 端子に AC200 V 
の配線（3 線式の室内外接続線・電源線等）を接続して
いないか確認してください。

＊	誤って AC200 V を印加した場合は、室内コントロ－
ル基板（通信）のヒュ－ズ（0.4 A）を溶断して基板
を保護するようにしています。配線接続を修正した後、
室内コントロール基板（通信）に接続されている、2P
コネクタ（青、OC）をはずして、2P コネクタ（茶，
EMG）に差し替えてください。茶コネクタに差し替え
ても運転できない場合には、ジャンパ－線（JP007）
をカットしてください。

（本ページの「室内コントロール基板（通信）」参照）
［作業は必ず運転を停止して電源（配線用しゃ断器（ブレー
カー））を切ってから行ってください］
	● 室 外 ユ ニ ッ ト 端 子 台 の SG（SG1），SG2 端 子 に 
AC200 V の配線を接続していないか確認してください。

＊	誤って AC200 V を印加した場合は、配線接続を修正
してください。室外ユニットは室外コントロール基板
の（EMG）コネクタに接続されている短絡ピンを「1
から 2」へ差し替えてください。ただし室外ユニット

（XEPHY Premium シリーズ、XEPHY Eco シリーズ）
の 80 ～ 160 形は回路で保護されており、EMG コネ
クタは無いため短絡ピンの差し替え作業はありません。

（29 ページの「室外コントロール基板」参照）

［作業は必ず電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を切って
から行ってください］

	● 電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））は圧縮機保護の
ため 12 時間以上前に入れてください。
	● 液管・ガス管側の閉鎖弁を全開にしてください。
	● 別売品を取り付ける場合は、別売品の据付工事説明書
を参照してください。
	● 同時運転マルチ、グループ制御で使用される場合、次
の優先順位で室内ユニットが親機になるように設定し
てください。
 〈 31 ページ / 項目 14-5、14-6 〉参照

	■室内ユニットの親機優先順位

① �CS-7Cシリーズ、CS-7Bシリーズ、CS–7シリーズ、
CS–6Bシリーズでエコナビパネルを搭載した室
内ユニット（４方向天井カセット形、2方向天井カ
セット形）と壁掛形室内ユニット

②�風速タップが５段階の機種
（カタログまたは製品付属の取扱説明書で確認し
てください）

3 1

6
CN062
BLK

4

TE
ST

D
IS
P

CH
K

室内コントロール基板（メイン）室内コントロール基板（通信）

6P プラグ
（①-④、CHK）

EMG
BRW
CN044

OC
BLU
CN040

JP
00
7 2P コネクタ
（茶、EMG）

2Pコネクタ
（青、OC）

JP007 カット
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11．試運転フローチャート
	■自動アドレスの注意事項

はい

はい

いいえ
複数の室外ユニットに

またがって、グル－プ制御、
あるいはリンク配線を
行っていますか？　

室外ユニットは
複数台ですか？

シングルタイプですか？
（室外ユニット１台に対し、

室内ユニット１台）

はい

はい
室内ユニットが

親機優先順位の“ 親機 ”に
なっていますか？　

33ページの
「15. 据付工事完了後のチェック項目」を

再度確認する

冷媒系統アドレス設定を行う
〈 27 ページ / 項目 14-1-2 〉または

 〈 28 ページ / 項目 14-1-3 〉

室内・室外ユニットの電源を入れる
自動アドレスを開始します

室内ユニットの自動アドレス設定を行う
〈 30 ページ / 項目 14-3 〉または

 〈 30 ページ / 項目 14-4 〉

リモコンを試運転に設定する
〈 25 ページ / 項目 12-2 〉

はい

運転できますか？

リモコンの試運転設定を“ オフ ”にし、
試運転表示の消えていることを確認する

〈 25 ページ / 項目 12-2 〉

室内ユニットのユニット No. と
親子設定を確認する

〈 31 ページ / 項目 14-5 〉

全ての室内・室外ユニットの電源を入れる
自動アドレスを開始します

室内ユニットの親機優先順位に従い、
親機設定するよう手動で
親子設定してください

〈 31 ページ / 項目 14-5、項目 14-6 〉

〈13. 自己診断機能表〉に従って
チェックし、更に回路図を参照し、

修正する所があれば修正する
　〈 26 ページ 〉

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

自動アドレスの設定に最大で10分程度かかります。
リモコンで“設定中”の点滅が終了した後、1分30秒以上待ってから運転を開始してください。
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12．リモコン試運転設定

① + +  ボタンを同時に４秒以上押します。

メンテナンス機能画面が表示されます。

② /  ボタンで必要な機能のメニューを表示し、

選択してください。

リモコングループ構成
メンテナンス機能

サービス連絡先登録
エコナビ

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
リモコン設定モード

メンテナンス機能画面

試運転設定
メンテナンス機能

サービスチェック表示
センサー情報表示

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
簡単設定

メンテナンス機能画面

変更 決定 確定［ ］

ON

試運転設定

試運転設定画面

12-1. メンテナンス機能画面表示（ユニットが運転を停止した状態で行ってください）

12-2.試運転
•	メンテナンス機能画面を表示してください。

•	 /  ボタンで［試運転設定］を選択し、 
 ボタンを押してください。

•	 /  ボタンで試運転設定、［ON］を選択し、
 ボタンを押してください。

•	  ボタンを押し、リモコンに  と表
示していることを確認してください。

•	  ボタンを押すと試運転を開始します。 
暖房、冷房のいずれかの運転モードを使用し
てください。

•	試運転を終了後は再度、上記メンテナンス機能
→［試運転設定］を選択、試運転設定［OFF］
を選び  ボタンを押してください。

 ボタンを押し、メンテナンス機能の画面
表示を終了してください。
リモコンの  が消灯していることを確認し
てください。

（連続試運転を防止するため 60 分後自動で
［OFF］になります）

［ ］ ［ ］運転

試運転

試運転画面

決定
戻る

メニュー

設定
温度

冷房
.0
℃

会議室

28

多機能ワイヤードリモコン
（CZ-10RT5 シリーズ）

① ① ①②
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13．自己診断機能表
ワイヤードリモコンのエラー表示を確認し、原因に応じて処置してください。
処置後は、電源を入れ直してください。（自動復帰警報ではありません）

ワイヤ－ド 
リモコン表示

ワイヤレス 
リモコン受信部 
表示

原　　　因
処置方法１：１接続の場合 

（シングルタイプ）
グル－プ制御 

の場合
同時運転マルチ 

の場合
親・子リモコン 

制御の場合

全く表示 
されない

全く表示 
されない

	● リモコンが正しく接続されていない。
	● 室内ユニットの電源が入っていない。

	● 正しく接続する。
	● 室内ユニットの電源を入れる。

”設定中 ”または”構成確認中”
が消えない 

（最大で１０分 程度）

	● アドレス設定が終了していない。室内外能力の不一致、他。
	● 室内外接続線または信号線の断線、接続不良。
	● 電源線（欠相）

	● 室外コントロール基板上のＬＥＤ１，２表示
（※）を確認し、配線（欠相、誤配線、断線）、室内
外能力をチェックする。

	● 基本配線図を参照して正しく接続する。

“Ｅ０１”表示

運転ランプ 
点滅

	● 自動アドレスが終了していない。
	● 室内外接続線の断線・接続不良。
	● リモコンが正しく接続されていない。（リモコン受信不良）

	● リモコンおよび室内外接続線の配線を確認　
する。

	● 自動アドレスを行う。

“Ｅ０２”表示 	● リモコンが正しく接続されていない。 
（リモコンから室内ユニットへの送信不良） 	● 正しく接続する。

“Ｅ０９”表示 ────
	● 親リモコン 
が２台設定 
されている。

	●〈14-7．親・子リモコン制御 〉 の項を参照し
て正しく設定する。

“Ｅ１４”表示 ──── 	● グループ制御内で親機重複。 ──── 	●〈14-5 〉〈 14-6 〉の項を参照して室内ユニッ
トの親子設定を正しく設定する。

“Ｅ１８”表示 ──── 	● グループ制御配線不良。 ──── 	● リモコンわたり配線を確認する。
“Ｅ０４”表示

準備中ランプ 
点滅

	● 室内外接続線または信号線の断線、接続不良。
	● 正しく接続する。
	● 基本配線図を参照して正しく接続する。“Ｅ０６”表示

“Ｅ１５”表示 	● 室内ユニット容量が少ない。 	● 室内・室外ユニット総合容量が適切な能力で
あることを確認する。“Ｅ１６”表示 	● 室内ユニット容量が多い。

“Ｅ２０”表示 	● 室内ユニットからのシリアル信号を全く受信できない。 	● 室内ユニットに電源が入っているか、室内外
接続線は正しいか確認する。

“Ｅ２２”表示 	● 室内外接続線、室内外信号線の誤配線。

	● 電源を切り①、②を実施する。 
ただし室外ユニット（CU-H7Bシリーズ、
CU-G7Bシリーズ）の40～160形は回路で保
護されており、EMGコネクタは無いため①の
み実施する。 
① 正しく接続する。 
② �室外ユニットのEMGコネクタを1→2へ

差し替える。

“Ｐ０５”表示
運転ランプ・ 
準備中ランプ 
交互点滅

	● 室外ユニットの３相電源が、逆相または欠相になっている。
	● 室外ユニットのリアクタ線の断線、接続不良。

	● 室外ユニットの３相電源の２相を入れ替えて
正しく接続する。

“Ｌ０２” 
“Ｌ１３”表示 運転ランプ・ 

準備中ランプ 
同時点滅

	● 室内・室外ユニット機種の不一致。 	● 室内・室外ユニットの機種を確認する。

“Ｌ０７”表示 ──── 	● 室内ユニットがツイン以上の
接続で個別設定になっている。 ──── 	● 自動アドレス設定を行う。

•	上記の処置をしても正常に運転しない場合、または上記リモコン表示以外の表示がでる場合には、販売店に連絡してください。
•	ワイヤレスリモコンの画面表示は、ワイヤレスリモコンの取扱説明書で確認してください。
※	エラー発生時の室外コントロール基板のLED1, 2の表示について 

LED1の点滅回数は警報の種類（ 2回はP、 3回はH、 4回はE、 5回はF、 6回はL ）、 LED2の点滅回数はエラー番号を意
味します。「LED1が4回点滅」⇔「LED2が22回点滅」を繰り返している場合は、「E22警報」を表します。

（自動アドレス設定中は、室外コントロール基板の LED1, 2 が交互点滅します）
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14．アドレス設定① この項では、アースや室外ユニットの電源線・	
漏電しゃ断器の表示は省略しています。

•	 同時運転マルチ：1 台の室外ユニットに、最多 4 台（ダ
ブルツイン）の室内ユニットを接続して運転が可能です。 

（指定の室内ユニットの組み合わせになります。個別にリモ
コンを接続しての単独運転はできません）

•	冷媒系統アドレスの設定は必要ありません。

•	すべての室内・室外ユニットの電源を入れると自動ア
ドレスを開始します。この時、最大で 10 分程度かか
ります。自動アドレス中は、室外コントロ－ル基板の
LED1 と LED2 が交互点滅し、完了時は消灯します。

•	自動アドレス設定完了後、1 分 30 秒以上待ってから、 
運転を開始してください。

•	電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れる前に、
冷媒系統アドレスの設定をしてください。
 〈 28ページ/項目14-2 〉 参照

•	すべての室内・室外ユニットの電源（配線用しゃ断器（ブ
レーカー））を入れ、室内ユニットの自動アドレス設定
をしてください。〈 30 ページ / 項目 14-3 〉参照

室内外接続線
０

室内ユニットNo.

系統アドレス
ロータリースイッチ
（工場出荷時：“０”）

●同時運転マルチ（3線式）の場合

１-１ １-２ １-３ １-４

リモコン配線

リモコン
（別売品）

室外
ユニット

室外
ユニット

リモコン配線

リモコン
（別売品）

室内ユニット

室内外接続線系統アドレス
ロータリースイッチ
（工場出荷時 :“０”）

●シングルの場合（３線式）
０

14-1-1 基本接続 1 （シングルおよび同時運転マルチで集中制御機器を使用しない場合）

14-1-2 基本接続 2 （グループ制御で集中制御機器を使用しない場合）

（ツイン） （トリプル）
リモコン
（別売品）

グル－プ制御用
リモコンわたり配線

●２グループ制御（３線式）複数冷媒系統の場合

（1に設定）

系統アドレス
ロータリースイッチ1

リモコン配線

室内外接続線

2 系統アドレス
ロータリースイッチ

１-１ １-２ ２-１ ２-２ ２-３

冷媒系統１ 冷媒系統２

１号機室外ユニット ２号機室外ユニット

（2に設定）

＊１個のワイヤードリモコンで、室内ユニット最多８台まで接続可能です。
＊複数冷媒系統の室内ユニットをグループ制御する場合は、すべての室内ユニットにリモコンわたり配線が必要です。
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•	システムコントローラー等の集中制御機器に接続する
ためには、S-LINK アダプター（別売品）が必要です。

（詳細については、S-LINK アダプターに同梱されている説明
書を参照ください）

•	電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れる前に、
冷媒系統アドレスの設定をしてください。

〈 項目 14-2 〉参照
•	室内ユニットの自動アドレス設定をしてください。

〈 30 ページ / 項目 14-4 〉参照

•	室外コントロール基板上にある「系統アドレスロータ
リースイッチ」と「ディップスイッチ」（下図）を使用して、
冷媒系統アドレスを設定してください。基板上の位置は
29ページの室外コントロール基板で確認してください。

（＊�設定は、電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れ
る前に行ってください）

•	下表を参考にして設定したい冷媒系統アドレスになるよう、
両方のスイッチを変更してください。

（系統アドレスは、［０］（出荷時）から［30］まで設定可能
です）

リモコン配線

系統アドレス
ロータリー
スイッチ

（１に設定）

３-１ ３-２ ３-３

１
（３に設定）

１-１ １-２室内ユニット

リモコン
（別売品）

室外ユニット

（２に設定）

２-１ ２-２

２ ３

２号機 ３号機１号機

室内外接続線

２-３ ３-４

（ダブルツイン）

Ｓ－ＬＩＮＫアダプター
（別売品） 集中制御機器

Ｓ－ＬＩＮＫアダプター
（別売品）

Ｓ－ＬＩＮＫアダプター
（別売品）

室内外接続線
（Ｓ－ＬＩＮＫ配線）

（トリプル）（ツイン）

冷媒系統１ 冷媒系統２ 冷媒系統３

リモコン
（別売品）

リモコン
（別売品）

14-1-3 基本接続 3 （同時運転マルチが複数系統あり集中制御機器を使用する場合）

14-2	 冷媒系統アドレスの設定方法

工場出荷時は“ ０ ”に
設定されてます。

ＯＮ側

系統アドレスロ－タリースイッチ

ON

０

２ ＯＦＦ側

系統アドレスディップスイッチ
　１０位　２０位

１

□ : つまみ側

＊１個のリモコンで、室内ユニット最多８台まで接続可能です。

冷媒系統アドレス番号
冷媒系統アドレス１０の位
（２Ｐディップスイッチ）

１０位２０位

冷媒系統アドレス１の位
（ロ－タリースイッチ）

 １

 ２

10 位がＯＮ11

20 位がＯＮ21

10 位と 20 位がＯＦＦ

10 位と 20 位がＯＦＦ

10 位と 20 位がＯＦＦ

自動アドレス（出荷時設定“０”）

10 位と 20 位がＯＮ30

（室外ユニットが１号機の場合）

（室外ユニットが２号機の場合）

（室外ユニットが１１号機の場合）

（室外ユニットが２１号機の場合）

（室外ユニットが３０号機の場合）

設定０

設定０

設定２

設定１

設定１

設定１

０

０

２
１

１
１

ON
ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
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	室外コントロール基板

LED1
LED2

系統アドレス 10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

モ－ド固定ピン

運転ピン

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

LED1
LED2

系統アドレス 10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

モ－ド固定ピン

運転ピン

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

● XEPHY Eco（高効率タイプ）
（80 形 単相）

● XEPHY Premium（ハイグレードタイプ）
（80 形 単相）

モ－ド固定ピン
運転ピン

系統アドレス
10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

LED2

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

【裏面】

LED1

０

自動アドレスピン

系統アドレス 10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロータリースイッチ

モ－ド固定ピン

ＬＥＤ1

ＬＥＤ１

ＬＥＤ２

A.ADD

CHK
RUN

運転ピン

試運転ピン

冷媒回収ピン（黒）

ＬＥＤ2
EMGコネクタ

● XEPHY Premium（ハイグレードタイプ）
（80 ～ 160 形 三相）

● XEPHY Eco（高効率タイプ）
（112 ～ 160 形 ）

● フル暖 XEPHY
（80 形、112 形 ）

● XEPHY Premium（ハイグレードタイプ）
（224・280 形 ）

● XEPHY Eco（高効率タイプ）
（224・280 形 ）

● フル暖 XEPHY
（160 形 ）

モ－ド固定ピン
運転ピン

系統アドレス
10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

LED2

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

【裏面】

LED1

● XEPHY Eco（高効率タイプ）
（80 形 三相）
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室内・室外ユニットすべての電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れ、1分30秒以上
待ってから、室内ユニットのアドレス設定をしてください。
•	メンテナンス機能画面を表示してください。

〈 25ページ/項目12-1 〉参照

•	 /  ボタンで［自動アドレス設定］を選択し、 
 ボタンを押してください。 

自動アドレス設定画面が表示されます。

•	 /  ボタンで項目コード/系統No.の選択を 
切り換えてください。

•	 /  ボタンで項目コード［A1］/系統No. 
［系統番号］を選択し、  ボタンを押してください。 
自動アドレスが開始されます。 

（リモコンに［設定中］と表示します） 
［設定中］が消灯したら設定完了です。 
設定が完了すると再起動します。 
別の系統を設定する場合は、メンテナンス機能画面の表
示から行ってください。

•	設定を中断する場合は、  ボタンを押してください。

•	アドレス設定後1分30秒以上待ってから、運転を開始し
てください。

14-3	 室内ユニットの自動アドレス設定方法 （リモコンからの設定）

系統 No.
自動アドレス設定

次へ　

項目コード

1A1

項目ｺｰﾄﾞ変更

自動アドレス設定画面

自動アドレス設定
メンテナンス機能

タッチキー感度確認
タッチキー感度設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
ナノイーX

メンテナンス機能画面

•	冷媒系統１の室内・室外ユニットの電源（配線用しゃ断器
（ブレーカー））を入れてください。

•	電源を入れて、1分30秒以上待ってから、電源を入れた
室外ユニットの自動アドレスピンを短絡し、離してくだ
さい。

（室外コントロール基板上のLED1と2が交互点滅し、室内ユ
ニットのアドレス設定を開始します。完了時は消灯します） 
< 約10分程度かかります >

＊ �自動アドレスピンは、29ページの室外コントロール基板
を参照してください。自動アドレスを開始後、完了前に
再び自動アドレスピンを短絡すると、自動アドレスを中
止します。

•	次に他の冷媒系統の室内・室外ユニットの電源を入れ、
1分30秒以上待ってから、室外ユニットの自動アドレス
ピンを短絡し、離してください。

•	同様の動作を繰り返して各系統ごとの自動アドレス 
設定を完了させてください。

•	アドレス完了後、1分30秒以上待ってから、運転を 
開始してください。

14-4	室内ユニットの自動アドレス設定 （14-1-3 基本接続3の場合）



複数台設置される場合、個々の室内・室外ユニットの組合せが確認しやすいよう、ユニットNo.を室内ユニットの 
確認しやすい場所（室内ユニットの銘板の近辺など）に記入・表示してください。

（例） ユニットNo. 1-1（冷媒系統アドレス:1-室内ユニットアドレス:1）
1-2（冷媒系統アドレス:1-室内ユニットアドレス:2）

＊ �メンテナンス時に必要となります。必ず記入・表示するようにしてください。

	■リモコンでのユニットNo.確認方法

14-5	 室内ユニットのユニットNo. の表示と親子設定の確認

詳細設定

［ﾒﾆｭｰ］切替 次へ 　

1500時間運転後
詳細設定を終了し
再起動します。
よろしいですか？
はい いいえ

詳細設定終了画面

詳細設定
メンテナンス機能

タッチキー感度設定
自動アドレス設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
タッチキー感度確認

メンテナンス機能画面

  ﾕﾆｯﾄNo.
詳細設定

［ﾒﾆｭｰ］切替 次へ 　

項目ｺｰﾄﾞ 設定データ

000014 0001     1-  1

詳細設定画面

•	メンテナンス機能画面を表示してください。 
〈 25ページ/項目12-1 〉参照

/  ボタンで［詳細設定］を選択し、  ボタンを 
押してください。詳細設定画面が表示されます。

•	 /  ボタンで項目コードにして、 /  ボタンで項目
コード［000014］としてください。

•	 /  ボタンでユニットNo.にして、 /  ボタンで　　
ユニットNo.を選択すると、選択されたユニットNo.の室内
ユニットのファンが運転します。

•	リモコンに表示されたユニットNo.（右図では1-1）をファン
が運転した室内ユニットの確認しやすい場所に記入してくだ
さい。

•	すべての室内ユニットのユニットNo.記入が完了したら 
 ボタンを押して、再起動［はい］を選択し 
 ボタンを押してください。

「14-5  室内ユニットのユニットNo.の表示と親子設定の確認」で設定データ［0001］（親機設定）から変更が必要な場合は、
次の手順で設定データを変更してください。

•	 /  ボタンで設定データを選択し、 
/  ボタンで設定データ［0002］（子機設定）に 

変更し  ボタンを押してください。

•	 /  ボタンで親機設定するユニットNo.を選択し
てください。
設定データを［0001］に設定する親機は、グループ名
での室内ユニットの親機優先順位にしたがった1台と
してください。 〈 項目14-5 〉参照

•	 /  ボタンで設定データを選択し、 
/  ボタンで設定データ［0001］に変更し 

 ボタンを押してください。

＊�設定データ［0001］となっているユニットNo.が複数ある
と試運転でエラーコード［E14］が表示します。

＊�設定データ値を変更しても、室内・室外ユニットの組合せ
とユニットNo.は変わりません。

•	すべての室内ユニットのユニットNo.を記入したら、
 ボタンを押して再起動［はい］を選択し、
 ボタンを押してください。

14-6	室内ユニットの親子設定変更方法

＊	同時運転マルチ、グループ制御で使用されている場合
室内ユニットの親機優先順位の高い機種（下記①、②）が設定データ［0001］（親機設定）になっていることを確認してください。
設定データ：［0002］（子機設定）になっているときは設定データ変更してください。〈 項目 14-6 〉参照

① �CS-7 シリーズ、CS-6B シリーズでエコナビパネルを搭載
した室内ユニット（4 方向天井カセット形、2 方向天井カ
セット形）と壁掛形室内ユニット

② 風速タップが５段階の機種
（カタログまたは製品付属の取扱説明書で確認してください）
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1台もしくは複数台の室内ユニットを
複数のワイヤードリモコン（最多2 個
まで）で操作することができます。 

（その中のひとつは、子リモコンに設
定してください）
＊�詳細は、リモコンに同梱されている説

明書を参照してください。

14-7	 親子リモコン制御 （リモコンからの設定）

リモコン
（親）

リモコン
（子）

室内ユニット

リモコン配線

リモコン配線用端子台
１ ２

１ ２ １ ２

室外ユニット

リモコン
（親）

リモコン
（子）

室内外接続線

１ ２ １ ２

室内ユニット1

１ ２

室内ユニット2

１ ２

室内ユニット3

１ ２

室外ユニット

リモコン配線

	■リモコンの子リモコンへの設定方法
•	メンテナンス機能画面を表示してください。 

〈 25ページ/項目12-1 〉参照

•	 /  ボタンで［リモコン設定モード］を選択し、
 ボタンを押してください。 

リモコン設定モード画面が表示されます。

•	 /  ボタンで項目コード［01］を選択してください。

•	 /  ボタンで設定データにして、 /  ボタンで
設定データ［0001］（親）から設定データ［0000］（子）を

変更し、  ボタンを押してください。

•	  ボタンを押し、再起動［はい］を選択し、  
ボタンを押してください。

設定ﾃﾞｰﾀ
リモコン設定モード

次へ　

項目コード

000001

項目ｺｰﾄﾞ変更

1500時間運転後
リモコン設定モードを終了し

再起動します。
よろしいですか？
はい いいえ

設定ﾃﾞｰﾀ
リモコン設定モード

次へ　

項目コード

000001

項目ｺｰﾄﾞ変更

リモコン設定モード終了画面

リモコン設定モード
メンテナンス機能

センサー情報表示
試運転設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
サービスチェック表示

メンテナンス機能画面

	■同時運転マルチをワイヤードリモコン
2個接続して操作する場合

	■室内ユニット 1台をワイヤードリ
モコン 2個接続して操作する場合

リモコン設定モード画面

14．アドレス設定④
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15．据付工事完了後のチェック項目
据付工事および電気工事完了後、下記項目についてチェックをお願いします。

作業名称 No. チェック項目 チェック欄 予想される不具合・確認事項

据付場所 1 室内ユニットは「3.据付場所」の項目を満足してい
ますか □ 軽傷を負うことや、財産の損害が発生する等の可能

性があります。

冷媒配管
工事

2 （複数台設置の場合）他系統と誤配管になっていま
せんか □

機器が動作しない。または、動作しない室内ユニッ
トに冷媒が流れ、水漏れ等の可能性があります。 
他系統と誤配管になっていないか確認をお願いし
ます。

3 気密試験・フレア継手・ねじ接合継手および
溶接部のガス漏れ確認を行いましたか □

冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、 
コンロなどの火気に触れると有毒ガスの発生や火
災の原因となりますので、迅速に修理をお願いしま
す。

ドレン　
配管工事

4 室内ユニットのドレン接続部（樹脂部）に 
接着剤を塗布していませんか □

樹脂部が割れて水漏れする場合があります。 
塗布してしまった場合は、ドレン接続部の交換をお
願いします。

5 水漏れはありませんか □
排水不良や水漏れ個所があった場合は、ドレン配管
の修正をお願いします。6 室内ユニットのドレン配管下り勾配は、規定通りと

れており（1/100以上）、スムーズに流れていますか □

7 配管継手部（冷媒配管・ドレン配管）も含め、設置場
所に合致した断熱工事を確実に行いましたか □

機器の性能低下だけでなく、結露して水漏れが発生
する可能性があります。適切な断熱工事をお願い
します。

電気配線
工事

8 （複数台設置の場合）他系統と誤配線になっていま
せんか □

機器が動作しない。 
他系統と誤配線になっていないか確認をお願いし
ます。

9
室内ユニット別電源方式の場合、関連法規に従って
漏電しゃ断器（高調波対応品、全極開閉機能付）は取
り付けましたか

□ 故障や漏電時に感電、火災の原因になることがあり
ます。設置工事、アース・配線の確認をお願いします。

10 別売品等の誤取付け・誤配線はありませんか □

11 アース工事は行いましたか □

12 電源線・接続線・信号線の誤配線・ネジの緩みはあ
りませんか □

13 配線の太さは規定通りですか □

14 電源電圧は本体銘板と同じですか □

試運転

15 異常な音の発生はありませんでしたか □ ファンの接触、室内ユニットの歪みが無いか確認を
お願いします。

16 室内ユニットより冷風・温風は吹き出しましたか　 □ 機器が動作しない。他系統と誤配管・誤配線になっ
ていないか確認をお願いします。

素線のはみだし、ネジの緩みは
接触不良の要因となります。

端子台

〈正常〉 〈異常〉
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